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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が複数のデバイスグループのうち何れかに属する複数の音響処理デバイスと通信し
、これら各音響処理デバイスに記憶され各々の音響処理デバイスを制御する制御プログラ
ムであるファームウエアを更新するファームウエア更新装置であって、
　前記各音響処理デバイスは、各々が属するデバイスグループ内で他の音響処理デバイス
と通信するための第１のネットワークインタフェースを有し、該第１のネットワークイン
タフェースを介して相互に音声信号を送信または受信するものであり、
　前記各デバイスグループのうち少なくとも各一の音響処理デバイスは他のデバイスグル
ープに属する音響処理デバイスと通信するための第２のネットワークインタフェースを有
し、該第２のネットワークインタフェースを介して相互に音声信号を送信または受信する
ことによって前記複数のデバイスグループの相互間における音声信号の通信を行うもので
あり、
　ユーザの操作に基づいて、前記複数のデバイスグループのうち前記ファームウエアの更
新対象となる一のデバイスグループを更新対象デバイスグループとして指定するデバイス
グループ指定手段と、
　ユーザの操作に基づいて、前記更新対象デバイスグループに属する一または複数の音響
処理デバイスである更新対象デバイスを選択する更新対象デバイス選択手段と、
　ユーザの操作に基づいて、前記第２のネットワークインタフェース
　に係るファームウエアを更新するか否かを指定するグループ間インタフェース更新指定
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手段と、
　前記グループ間インタフェース更新指定手段において前記第２のネットワークインタフ
ェースに係るファームウエアを更新する旨が指定されたことを条件として、該第２のネッ
トワークインタフェースに係るファームウエアを含めて、前記各更新対象デバイスのファ
ームウエアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新対象デバイスに
送信する一方、前記グループ間インタフェース更新指定手段において前記第２のネットワ
ークインタフェースに係るファームウエアを更新しない旨が指定されたことを条件として
、該第２のネットワークインタフェースに係るファームウエアを除いて、前記各更新対象
デバイスのファームウエアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新
対象デバイスに送信するファームウエア更新指令手段と
　を具備することを特徴とするファームウエア更新装置。
【請求項２】
　ユーザの操作に基づいて、前記更新対象デバイスグループに属する複数の音響処理デバ
イスのうち一の音響処理デバイスをリファレンス・デバイスとして指定するリファレンス
・デバイス指定手段と、
　前記更新対象デバイスグループに属する各音響処理デバイスに記憶されているファーム
ウエアのバージョン番号を前記各音響処理デバイスから取得するバージョン番号取得手段
と、
　前記各ファームウエアのバージョン番号の組み合わせのうち整合性のある組み合わせを
定めるマッチングテーブルを記憶するマッチングテーブル記憶手段と、
　前記リファレンス・デバイスに記憶されているファームウエアを基準として、前記更新
対象デバイスグループに属する音響処理デバイスの中から、前記マッチングテーブルに規
定された整合性を満たしていないファームウエアを記憶している音響処理デバイスを特定
する表示を行う不整合デバイス表示手段と
　をさらに具備することを特徴とする請求項１記載のファームウエア更新装置。
【請求項３】
　各々が複数のデバイスグループのうち何れかに属する複数の音響処理デバイスと通信し
、これら各音響処理デバイスに記憶され各々の音響処理デバイスを制御する制御プログラ
ムであるファームウエアを更新するファームウエア更新装置に適用されるプログラムであ
って、
　前記各音響処理デバイスは、各々が属するデバイスグループ内で他の音響処理デバイス
と通信するための第１のネットワークインタフェースを有し、該第１のネットワークイン
タフェースを介して相互に音声信号を送信または受信するものであり、
　前記各デバイスグループのうち少なくとも各一の音響処理デバイスは他のデバイスグル
ープに属する音響処理デバイスと通信するための第２のネットワークインタフェースを有
し、該第２のネットワークインタフェースを介して相互に音声信号を送信または受信する
ことによって前記複数のデバイスグループの相互間における音声信号の通信を行うもので
あり、
　前記ファームウエア更新装置は、処理装置と、前記各ファームウエアのバージョン番号
の組み合わせのうち整合性のある組み合わせを定めるマッチングテーブルを記憶するマッ
チングテーブル記憶手段とを有するものであり、
　ユーザの操作に基づいて、前記複数のデバイスグループのうち前記ファームウエアの更
新対象となる一のデバイスグループを更新対象デバイスグループとして指定するデバイス
グループ指定過程と、
　ユーザの操作に基づいて、前記更新対象デバイスグループに属する一または複数の音響
処理デバイスである更新対象デバイスを選択する更新対象デバイス選択過程と、
　ユーザの操作に基づいて、前記第２のネットワークインタフェース
　に係るファームウエアを更新するか否かを指定するグループ間インタフェース更新指定
過程と、
　前記グループ間インタフェース更新指定過程において前記第２のネットワークインタフ
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ェースに係るファームウエアを更新する旨が指定されたことを条件として、該第２のネッ
トワークインタフェースに係るファームウエアを含めて、前記各更新対象デバイスのファ
ームウエアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新対象デバイスに
送信する一方、前記グループ間インタフェース更新指定過程において前記第２のネットワ
ークインタフェースに係るファームウエアを更新しない旨が指定されたことを条件として
、該第２のネットワークインタフェースに係るファームウエアを除いて、前記各更新対象
デバイスのファームウエアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新
対象デバイスに送信するファームウエア更新指令過程と
　を前記処理装置に実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンサートホールまたはレコーディングスタジオ等における音声信号のミキ
シングに用いて好適なファームウエア更新装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンサートホールまたはレコーディングスタジオ等における音響信号処理システ
ムにおいては、システムを構成する各機器（デバイス）間でネットワークを介して音声信
号および制御信号のやりとりをするものが知られている。その一例が特許文献１に開示さ
れている。システムを構成するデバイスは、ユーザが操作を行うためのコンソール、音声
信号に対してミキシングなどの処理を行うエンジン、およびマイクやスピーカ等を制御す
るＩ／Ｏユニットなどであり、これらは何れもＣＰＵによって制御され、そのためのファ
ームウエアを記憶するメモリが設けられている。これらファームウエアは、しばしば、バ
グの修正や新機能の追加のためにアップデートされることがある。デバイスのメーカーは
、インターネット等を介して最新のファームウエアを提供するが、実際にこれをダウンロ
ードしてファームウエアをアップデートするか否かは機器の所有者が独自に判断すること
である。
【０００３】
　各デバイスのファームウエアのバージョンアップを行うにあたっては、不整合（コンフ
リクト）が生じないように実行する必要がある。例えば、コンソールおよびエンジンのフ
ァームウエアのバージョンが共に「１．００」であれば、コンソールおよびエンジンは正
常に動作し、これらファームウエアのバージョンが共に「２．００」であっても、両者は
正常に動作するものとする。しかし、例えばコンソールのファームウエアのバージョンが
「１．００」であるのに対して、エンジンのファームウエアのバージョンが「２．００」
であれば、正常に動作しない場合がある。デバイスのメーカーがインターネット等を介し
て最新版のファームウエアを提供する場合、当然その点は考慮されており、全てのデバイ
スに対して最新版のファームウエアを適用する限りにおいては、ファームウエアにコンフ
リクトが生じる余地が無いようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１７０８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、メーカーから各デバイスの最新のファームウエアが提供されている場合であっ
ても、ユーザが全てのデバイスのファームウエアを最新バージョンに揃えることを望まな
い場合（または揃えることができない場合）がある。これは、概ね次のような理由による
ものである。
（１）まず、最新バージョンのファームウエアには、過去のバージョンにはなかったバグ
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が混入する場合がある。この結果、過去のバージョンにて常用していた機能が使えなくな
る場合には、ユーザはファームウエアのバージョンアップを望まないものである。
（２）また、最新バージョンにバグが混入しているか否かが明確ではなかったとしても、
その危険は常に存在する。例えばコンサートの本番が直近に迫っているタイミングでは、
古いバージョンのファームウエアが安定して動作しているのであれば、ユーザは古いバー
ジョンのまま使い続ける事を要望する場合が多い。
【０００６】
（３）また、多数のデバイスのバージョンアップには長時間を要するという問題がある。
すなわち、デバイス一台あたりのアップデート時間はさほど長くはないが、大規模なイベ
ントにおいては、数百台のデバイスが使用される。このような場合、必要な全てのデバイ
スを業者が所有しているという事は稀であり、大抵の場合は複数のレンタル会社からデバ
イスを借用することになる。これらのデバイスは、そもそも所有者（レンタル会社）が異
なるため、ファームウエアの整合性が確保できている保障はない。通常は、レンタル費用
を抑制するために、デバイスの借用はコンサート等の直前であることが多く、ファームウ
エアのバージョンアップのために充分な時間を確保することができない。
（４）さらに、借用したデバイスのファームウエアをバージョンアップすることについて
、所有者（レンタル会社）の了解が得られない場合がある。
【０００７】
　上述したような理由により、音響信号処理システムを構成する全てのデバイスのファー
ムウエアを最新バージョンに揃えるのではなく、ファームウエアのアップデートをコンフ
リクトが生じない範囲に抑えるという要望は従来から存在した。しかし、これを実現する
ためには、コンフリクトが生じないようにユーザがファームウエアのバージョンを管理す
る必要があり、この事はユーザにとってきわめて煩雑であった。
　この発明は上述した事情に鑑みてなされたものであり、ファームウエアの部分的なバー
ジョンアップを簡易かつ確実に行うことができるファームウエア更新装置およびプログラ
ムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため本発明にあっては、下記構成を具備することを特徴とする。な
お、括弧内は例示である。
　請求項１記載のファームウエア更新装置にあっては、各々が複数のデバイスグループの
うち何れかに属する複数の音響処理デバイス（１５０２～１５１０）と通信し、これら各
音響処理デバイス（１５０２～１５１０）に記憶され各々の音響処理デバイスを制御する
制御プログラムであるファームウエアを更新するファームウエア更新装置（１０００）で
あって、前記各音響処理デバイスは、各々が属するデバイスグループ内で他の音響処理デ
バイスと通信するための第１のネットワークインタフェース（第１スロットのネットワー
ク・カード）を有し、該第１のネットワークインタフェースを介して相互に音声信号を送
信または受信するものであり、前記各デバイスグループのうち少なくとも各一の音響処理
デバイスは他のデバイスグループに属する音響処理デバイスと通信するための第２のネッ
トワークインタフェース（第２スロットのネットワーク・カード）を有し、該第２のネッ
トワークインタフェースを介して相互に音声信号を送信または受信することによって前記
複数のデバイスグループの相互間における音声信号の通信を行うものであり、ユーザの操
作に基づいて、前記複数のデバイスグループのうち前記ファームウエアの更新対象となる
一のデバイスグループを更新対象デバイスグループとして指定するデバイスグループ指定
手段（１５２）と、ユーザの操作に基づいて、前記更新対象デバイスグループに属する一
または複数の音響処理デバイスである更新対象デバイスを選択する更新対象デバイス選択
手段（１７２）と、ユーザの操作に基づいて、前記第２のネットワークインタフェース（
第２スロットのネットワーク・カード）に係るファームウエアを更新するか否かを指定す
るグループ間インタフェース更新指定手段（１８２）と、前記グループ間インタフェース
更新指定手段（１８２）において前記第２のネットワークインタフェースに係るファーム
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ウエアを更新する旨が指定されたことを条件として、該第２のネットワークインタフェー
スに係るファームウエアを含めて、前記各更新対象デバイスのファームウエアを更新すべ
き旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新対象デバイスに送信する一方、前記グ
ループ間インタフェース更新指定手段（１８２）において前記第２のネットワークインタ
フェースに係るファームウエアを更新しない旨が指定されたことを条件として、該第２の
ネットワークインタフェースに係るファームウエアを除いて、前記各更新対象デバイスの
ファームウエアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新対象デバイ
スに送信するファームウエア更新指令手段（ＳＰ３２，ＳＰ３４）とを具備することを特
徴とする。
　さらに、請求項２記載の構成にあっては、請求項１記載のファームウエア更新装置にお
いて、ユーザの操作に基づいて、前記更新対象デバイスグループに属する複数の音響処理
デバイスのうち一の音響処理デバイスをリファレンス・デバイスとして指定するリファレ
ンス・デバイス指定手段（１５４）と、前記更新対象デバイスグループに属する各音響処
理デバイスに記憶されているファームウエアのバージョン番号を前記各音響処理デバイス
から取得するバージョン番号取得手段（ＳＰ８）と、前記各ファームウエアのバージョン
番号の組み合わせのうち整合性のある組み合わせを定めるマッチングテーブル（７０）を
記憶するマッチングテーブル記憶手段（２４）と、前記リファレンス・デバイスに記憶さ
れているファームウエアを基準として、前記更新対象デバイスグループに属する音響処理
デバイスの中から、前記マッチングテーブル（７０）に規定された整合性を満たしていな
いファームウエアを記憶している音響処理デバイスを特定する表示を行う不整合デバイス
表示手段（１５６）とをさらに具備することを特徴とする。
　また、請求項３記載のプログラムにあっては、各々が複数のデバイスグループのうち何
れかに属する複数の音響処理デバイス（１５０２～１５１０）と通信し、これら各音響処
理デバイス（１５０２～１５１０）に記憶され各々の音響処理デバイスを制御する制御プ
ログラムであるファームウエアを更新するファームウエア更新装置（１０００）に適用さ
れるプログラムであって、前記各音響処理デバイスは、各々が属するデバイスグループ内
で他の音響処理デバイスと通信するための第１のネットワークインタフェース（第１スロ
ットのネットワーク・カード）を有し、該第１のネットワークインタフェースを介して相
互に音声信号を送信または受信するものであり、前記各デバイスグループのうち少なくと
も各一の音響処理デバイスは他のデバイスグループに属する音響処理デバイスと通信する
ための第２のネットワークインタフェース（第２スロットのネットワーク・カード）を有
し、該第２のネットワークインタフェースを介して相互に音声信号を送信または受信する
ことによって前記複数のデバイスグループの相互間における音声信号の通信を行うもので
あり、前記ファームウエア更新装置（１０００）は、処理装置（１０）と、前記各ファー
ムウエアのバージョン番号の組み合わせのうち整合性のある組み合わせを定めるマッチン
グテーブル（７０）を記憶するマッチングテーブル記憶手段（２４）とを有するものであ
り、ユーザの操作に基づいて、前記複数のデバイスグループのうち前記ファームウエアの
更新対象となる一のデバイスグループを更新対象デバイスグループとして指定するデバイ
スグループ指定過程（１５２）と、ユーザの操作に基づいて、前記更新対象デバイスグル
ープに属する一または複数の音響処理デバイスである更新対象デバイスを選択する更新対
象デバイス選択過程（１７２）と、ユーザの操作に基づいて、前記第２のネットワークイ
ンタフェース（第２スロットのネットワーク・カード）に係るファームウエアを更新する
か否かを指定するグループ間インタフェース更新指定過程（１８２）と、前記グループ間
インタフェース更新指定過程（１８２）において前記第２のネットワークインタフェース
に係るファームウエアを更新する旨が指定されたことを条件として、該第２のネットワー
クインタフェースに係るファームウエアを含めて、前記各更新対象デバイスのファームウ
エアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各更新対象デバイスに送信す
る一方、前記グループ間インタフェース更新指定過程（１８２）において前記第２のネッ
トワークインタフェースに係るファームウエアを更新しない旨が指定されたことを条件と
して、該第２のネットワークインタフェースに係るファームウエアを除いて、前記各更新
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対象デバイスのファームウエアを更新すべき旨を指令するアップデートコマンドを前記各
更新対象デバイスに送信するファームウエア更新指令過程（ＳＰ３２，ＳＰ３４）とを前
記処理装置（１０）に実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、グループ間インタフェース更新指定手段によって、デバイスグループ
間の通信に用いられる第２のネットワークインタフェースに係るファームウエアを更新す
るか否かを指定することができるため、第２のネットワークインタフェースに係るファー
ムウエアを他のデバイスグループと通信可能なバージョンに保持しつつ、他のファームウ
エアを自動的にアップデートすることができる。
　これにより、デバイスグループ毎に異なるバージョンのファームウエアを適用するよう
なファームウエアの部分的なバージョンアップを簡易かつ確実に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施例の音響信号処理システムの全体構成を示すブロック図である。
【図２】ネットワーク構成および各デバイスの詳細構成を示すブロック図である。
【図３】ＰＣ（パーソナルコンピュータ）１０００のブロック図である。
【図４】ファームウエアのモジュール構成の説明図である。
【図５】ＰＣ１０００に表示されるデバイスグループ設定ウィンドウ１００を示す図であ
る。
【図６】ＰＣ１０００に表示されるウィンドウ１５０を示す図である。
【図７】リファレンス変更イベント処理ルーチンのフローチャートである。
【図８】アップデート開始イベント処理ルーチンのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
1．実施例の構成
1．1．全体構成
　次に、本発明の一実施例の音響信号処理システムの全体構成を図１を参照し説明する。
本実施例の音響信号処理システムは複数のデバイスをネットワークで接続することによっ
て構成されている。これらのデバイスは、「コンソール」、「エンジン」または「Ｉ／Ｏ
ユニット」の３種類の「デバイス種別」うち何れかに分類される。「コンソール」とは、
ユーザが操作するフェーダ、ノブなどを多数備えており、主としてこれらの操作状態に基
づく制御信号をネットワークを介して出力するものである。また、「エンジン」とは、主
としてネットワークを介して供給された音声信号に対して、上記コンソールから供給され
た制御信号に基づいて、ミキシング処理やイコライジング処理を行い、その結果をネット
ワークを介して出力するものである。また、「Ｉ／Ｏユニット」は、マイク等から入力さ
れた音声信号をパケットに変換してネットワークを介して出力するとともに、ネットワー
クを介して供給されたパケットを音声信号に変換し、アンプを介してスピーカに供給する
ものである。
【００１２】
　図１の例において、１５０２，１５１０，１６０６はコンソール、１５０４，１６０４
はエンジン、１５０６，１５０８，１６０２はＩ／Ｏユニットである。これらのデバイス
１５０２～１５１０，１６０２～１６０６は、何れもネットワークに接続するために１枚
または２枚のネットワーク・カードを装着する必要がある。そのため、ネットワーク・カ
ードを装着するためのスロットとして、第１および第２スロット（Slot 1, Slot 2）が設
けられている。ここで、各々の第１スロットを介して接続された一群のデバイスを「デバ
イスグループ」と呼ぶ。図示の例においては、デバイス１５０２～１５１０は各々の第１
スロットを介して接続されているから、デバイスグループを構成し、これを「第１デバイ
スグループ１５００」と呼ぶ。同様に、デバイス１６０２～１６０６は、第２デバイスグ
ループ１６００を構成している。
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【００１３】
　また、コンソール１５１０およびＩ／Ｏユニット１６０２は、第１スロットのみならず
第２スロットにもネットワーク・カードが装着されており、この第２スロットを介してパ
ケットを送受信する。このように、第２スロットを介してパケットを送受信するデバイス
の状態を「パーシャルブリッジを構成する」という。第１，第２デバイスグループ１５０
０，１６００は、各々あるまとまった範囲の音声信号を処理するものであり、例えば各々
が「１００チャンネル」の音声信号を処理するものであるとする。両デバイスグループが
協同するためには、相互に音声信号を入出力する必要があるが、全ての音声信号を相互に
供給する必要はなく、一部の音声信号、例えば相互に「１０チャンネル」の音声信号を供
給すれば協同できる。このように、デバイスグループ間で入出力される音声信号は部分的
（パーシャル）であるため、「パーシャルブリッジ」と称している。
【００１４】
　パーシャルブリッジを経由して接続された複数のデバイスグループは「ゾーン」を形成
する。図示の例においては、第１，第２デバイスグループ１５００，１６００によってゾ
ーン１４００が形成されている。但し、一のゾーンに属するデバイスグループの数は「３
」以上にすることも可能である。この場合、各デバイスグループに属する各一のデバイス
において第２スロットにもネットワーク・カードを装着し、これら第２スロットのネット
ワーク・カードを相互に接続すればよい。デバイスグループは、様々な「まとまった役割
」（例えばバックコーラスのミキシング、楽器音のミキシングなど）を果たすように構成
する他、デバイスの所有者（例えば業者自身、レンタル会社Ａ、レンタル会社Ｂなど）毎
にまとめて構成すると好適である。
【００１５】
　１０００はＰＣ（パーソナルコンピュータ）であり、任意のデバイスに接続することが
できる。ＰＣ１０００は、接続されたデバイスを介して、ゾーン全体の情報（例えば、ゾ
ーン１４００に接続されている全てのデバイスにおけるファームウエアのバージョン情報
）を取得することができ、ゾーン１４００に属する任意のデバイスに対して、アップデー
トコマンド（ファームウエアのバイナリデータとともに、ファームウエアのアップデート
を指令するコマンド）を送信することができる。ＰＣ１０００に接続されているデバイス
が属していない他のデバイスグループの情報取得、および当該他のデバイスグループに対
するアップデートコマンドの送信は、パーシャルブリッジを経由して実現されることにな
る。なお、本実施例にいう「アップデート」とは、ファームウエアを新しいバージョンに
更新することのみならず、ファームウエアを古いバージョンに戻すこと（いわゆるダウン
デート）も含む概念である。
【００１６】
1．2．ネットワーク構成
　本実施例において、各デバイスグループに属するデバイスは、第１スロットに装着され
たネットワーク・カードが相互に接続されることにより、トークンリング形式のネットワ
ークを構成する。第１デバイスグループ１５００におけるネットワーク１５２０の構成例
を図２(a)に示す。トークンリング形式のネットワークにおいては、何れか一つのデバイ
ス（図示の例ではＩ／Ｏユニット１５０８）がマスタノードになり、「トークン」と呼ば
れる信号を発生させる。このトークンは、第１デバイスグループ１５００に属する各デバ
イスに所定の順序で循環的に伝送される。
【００１７】
　ここで、データの送信権はトークンを得たデバイスのみが有する。すなわち、データを
送信しようとするデバイスは、まず空いているトークンを捕捉し、それをフレームに変え
てデータを搭載して送信する。各デバイスでは、回ってくるフレームが監視され、受信先
として自機のアドレスが指定されている場合にのみ、その内容を取り込み、自機宛ではな
いフレームについては、そのまま次のノードに回すようになっている。これにより、デー
タの衝突が起きることなく、各デバイス間でデータ通信を行うことができる。以上、第１
デバイスグループ１５００のネットワーク構成について説明したが、第２デバイスグルー
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プ１６００のネットワークも同様に構成されており、さらにパーシャルブリッジを構成す
るデバイス相互間においても、第２スロットに装着されたネットワーク・カードを接続す
ることにより同様にトークンリング形式のネットワークが形成されている。このように、
パーシャルブリッジを介して複数のネットワークを相互接続することにより、デバイスグ
ループ相互間のデータ交換を行うことも可能になっている。
【００１８】
1．3．各デバイスの構成
　次に、各デバイスの詳細構成を説明する。まず、「コンソール」の構成を図１(b)を参
照し説明する。図において１１１０はパネル表示部であり、大型のドットマトリクスディ
スプレイおよびタッチパネルによって構成され、ユーザに対して各種情報を表示する。１
１１２はパネル操作子部であり、ノブ、ボタンなどの操作子から構成されている。１１２
２は電動フェーダであり、入出力チャンネルの音量調整などに用いられる。１１１６はメ
モリであり、フラッシュＲＯＭおよびＲＡＭから構成され、フラッシュＲＯＭにはコンソ
ールの制御プログラムであるファームウエアが記憶される。１１１４はＣＰＵであり、該
ファームウエアに基づいて、ＣＰＵバス１１２０を介してコンソール内の各部を制御する
。１１１８はＰＣＩＯ部であり、ＰＣ１０００と通信するためのインタフェースが設けら
れている。１１２４は音声Ｉ／Ｏ部であり、作業員間の通信用、モニタ信号などの小規模
な音声信号の入出力を行う。
【００１９】
　１１２６はネットワークＩ／Ｏ部であり、上述した第１および第２スロットが設けられ
ており、これらのスロットにネットワーク・カードを装着することにより、一または二の
ネットワークを介して他のデバイスとの間でデータを送受信することができる。すなわち
、ネットワークＩ／Ｏ部１１２６においては、ＣＰＵバス１１２０から供給された制御信
号およびオーディオ・バス１１３０から供給された音声信号等をパケットに変換し、ネッ
トワークに送信するとともに、ネットワークから供給されたパケットを制御信号または音
声信号に変換し、ＣＰＵバス１１２０またはオーディオ・バス１１３０を介して出力する
。
【００２０】
　次に、「エンジン」の構成を図１(c)を参照し説明する。１２１２はメモリであり、フ
ラッシュＲＯＭおよびＲＡＭから構成され、フラッシュＲＯＭにはエンジンの制御プログ
ラムであるファームウエアが記憶される。１２１０はＣＰＵであり、該ファームウエアに
基づいて、ＣＰＵバス１２２０を介してエンジン内の各部を制御する。１２１４はＰＣＩ
Ｏ部であり、ＰＣ１０００と通信するためのインタフェースが設けられている。１２１６
は簡易ＵＩ部であり、ユーザに操作される操作子とユーザに各種情報を表示する表示器と
から構成されている。１２１８は音声Ｉ／Ｏ部であり、作業員間の通信用の小規模な音声
信号の入出力を行う。１２２２はＤＳＰであり、オーディオ・バス１２３０を介して受信
した音声信号に対してミキシング処理あるいはイコライジング処理等を施し、その結果を
オーディオ・バス１２３０を介して出力する。このＤＳＰ１２２２を制御するためのマイ
クロプログラムも上記ファームウエアに含まれている。
【００２１】
　１２２６はネットワークＩ／Ｏ部であり、上述した第１および第２スロットが設けられ
ており、これらのスロットにネットワーク・カードを装着することにより、一または二の
ネットワークを介して他のデバイスとの間でデータを送受信することができる。すなわち
、ネットワークＩ／Ｏ部１２２６においては、ＣＰＵバス１２２０から供給された制御信
号およびオーディオ・バス１２３０から供給された音声信号等をパケットに変換し、ネッ
トワークに送信するとともに、ネットワークから供給されたパケットを制御信号または音
声信号に変換し、ＣＰＵバス１２２０またはオーディオ・バス１２３０を介して出力する
。
【００２２】
　次に、「Ｉ／Ｏユニット」の構成を図１(d)を参照し説明する。１３１２はメモリであ
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り、フラッシュＲＯＭおよびＲＡＭから構成され、フラッシュＲＯＭにはＩ／Ｏユニット
の制御プログラムであるファームウエアが記憶される。１３１０はＣＰＵであり、該ファ
ームウエアに基づいて、ＣＰＵバス１３２０を介してＩ／Ｏユニット内の各部を制御する
。１３１４はＰＣＩＯ部であり、ＰＣ１０００と通信するためのインタフェースが設けら
れている。１３１６は簡易ＵＩ部であり、ユーザに操作される操作子とユーザに各種情報
を表示する表示器とから構成されている。１３２４は音声Ｉ／Ｏ部であり、オーディオ・
バス１３３０を介して受信した音声信号をアナログ信号または対象とするアンプに適合す
るデジタル信号にに変換し出力する一方、マイク等から入力された音声信号をデジタル信
号に変換し、オーディオ・バス１３３０を介してネットワークＩ／Ｏ部１３２６に供給す
る。
【００２３】
　１３２６はネットワークＩ／Ｏ部であり、上述した第１および第２スロットが設けられ
ており、これらのスロットにネットワーク・カードを装着することにより、一または二の
ネットワークを介して他のデバイスとの間でデータを送受信することができる。すなわち
、ネットワークＩ／Ｏ部１３２６においては、ＣＰＵバス１３２０から供給された制御信
号およびオーディオ・バス１３３０から供給された音声信号等をパケットに変換し、ネッ
トワークに送信するとともに、ネットワークから供給されたパケットを制御信号または音
声信号に変換し、ＣＰＵバス１３２０またはオーディオ・バス１３３０を介して出力する
。
【００２４】
1．4．ＰＣの構成
　次に、ＰＣ１０００の構成を図３を参照し説明する。
　図において、２は通信インタフェースであり、ファームウエアのダウンロード等のため
にインターネットを介してファイルサーバ等と通信するとともに、ゾーン１４００の制御
のために任意のデバイスのＰＣＩＯ部１１１８，１２１４，１３１４と通信するために設
けられている。４は入力装置であり、文字入力用キーボードおよびマウス等から構成され
ている。８はディスプレイであり、ユーザに対して各種情報を表示する。１０はＣＰＵで
あり、後述するプログラムに基づいて、ＣＰＵバス１６を介して他の構成要素を制御する
。１２はＲＯＭであり、イニシャルプログラムローダ等が記憶されている。１８はリムー
バルディスクドライブ装置であり、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ等のリムーバルディスク２０に対
して読出し／書込みを行う。２４はハードディスクであり、オペレーティングシステム、
ゾーン１４００内のデバイスのファームウエア、これらファームウエアをアップデートす
るためのアプリケーションプログラム等が格納される。３０はＲＡＭであり、ＣＰＵ１０
のワークメモリとして用いられる。
【００２５】
2．ファームウエアの構成
2．1．デバイス内のファームウエア・モジュール構成
　上述したように、各デバイスのメモリ１１１６，１２１２，１３１２（フラッシュＲＯ
Ｍ）には各々のデバイスを制御するファームウエアが記憶されているが、これらのファー
ムウエアは、各々複数のモジュールから構成されている。その内容を図４(a)を参照し説
明する。まず、コンソール内のファームウエア４０は、パネル操作子部１１１２および電
動フェーダ１１２２等を制御するパネルモジュール４１と、パネル表示部１１１０等を制
御するディスプレイモジュール４４と、第１，第２スロットに装着されたネットワーク・
カードを制御するネットワークモジュール４６，４８と、その他の制御を行うＣＰＵモジ
ュール４２とから構成されている。
【００２６】
　また、エンジン内のファームウエア５０は、ＤＳＰ１２２２のマイクロプログラムであ
るＤＳＰモジュール５４と、第１，第２スロットに装着されたネットワーク・カードを制
御するネットワークモジュール５６，５８と、その他の制御を行うＣＰＵモジュール５２
とから構成されている。また、Ｉ／Ｏユニット内のファームウエア６０は、音声Ｉ／Ｏ部
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１３２４の機能を制御する音声Ｉ／Ｏモジュール６４と、第１，第２スロットに装着され
たネットワーク・カードを制御するネットワークモジュール６６，６８と、その他の制御
を行うＣＰＵモジュール６２とから構成されている。
【００２７】
　なお、図４(a)の例においては、何れのデバイスも第１および第２スロットの双方にネ
ットワーク・カードが装着されているものと仮定しているが、第２スロットにネットワー
ク・カードが装着されていない場合には、対応するモジュール４８，５８，６８はこれら
のデバイス内のファームウエアには含まれない。また、これらのデバイスにおいては、そ
れぞれ伝送容量の異なる（例えば１Ｇbpsおよび２Ｇbpsの）２種類のネットワーク・カー
ド（以下、タイプＡおよびタイプＢという）の何れかを選択して装着することができる。
従って、ネットワーク・カードの採用態様としては、１枚または２枚のタイプＡのネット
ワーク・カードのみが装着される場合、１枚または２枚のタイプＢのネットワーク・カー
ドのみが装着される場合、およびタイプＡ，Ｂのネットワーク・カードが各１枚装着され
る場合が考えられる。
【００２８】
2．2．ＰＣ内のファームウエア・モジュール構成
　また、ＰＣ１０００のハードディスク２４の所定のフォルダには、各デバイス種別に対
応してアップデート用のファームウエアが記憶されており、これらのファームウエアも、
各々複数のモジュールから構成されている。その内容を図４(b)を参照し説明する。まず
、コンソール用のファームウエア２４０には、上述したコンソール内のファームウエア４
０におけるモジュール４１，４２，４４に各々対応して、これらをアップデートするため
のパネルモジュール２４１と、ＣＰＵモジュール２４２と、ディスプレイモジュール２４
４とが含まれている。また、ファームウエア２４０には、タイプＡ，Ｂのネットワーク・
カードに対応して、タイプＡ用ネットワークモジュール２４６と、タイプＢ用ネットワー
クモジュール２４８とが含まれている。
【００２９】
　ネットワークモジュール２４６，２４８の双方が必要か否かは実際のデバイス（この場
合はコンソール）の構成に応じて異なるが、ＰＣ１０００に含まれるモジュールには、必
要となる可能性のあるモジュールが全て含まれており、実際にデバイスのファームウエア
をアップデートする際には、必要なモジュールのみが選択され各デバイスに転送される。
ファームウエア２４０内の各モジュール２４１～２４８は、各々異なった事情によってア
ップデートされるため、図示のように、これらの個別のモジュールのバージョン番号（例
えば「１．０」、「２．０」、「１．５」など）は区々としている。また、図示のように
、コンソール用のファームウエア２４０には、「２．０」のバージョン番号が付与されて
いる。このバージョン番号は、換言すれば、図示のモジュール２４１～２４８全体の集合
に対して付与されているバージョン番号である。
【００３０】
　また、エンジン用のファームウエア２５０には、上述したエンジン内のファームウエア
５０におけるモジュール５２，５４に各々対応して、これらをアップデートするためのＣ
ＰＵモジュール２５２と、ＤＳＰモジュール２５４とが含まれており、さらにタイプＡ，
Ｂ用のネットワークモジュール２５６，２５８が含まれている。なお、ネットワークモジ
ュール２５６，２５８は、上述したコンソール用のネットワークモジュール２４６，２４
８と同様のものである。そして、エンジン用のファームウエア２５０に対して（換言すれ
ばエンジン用のモジュール全体の集合に対して）、「２．５」というバージョン番号が付
与されている。
【００３１】
　また、Ｉ／Ｏユニット用のファームウエア２６０には、上述したＩ／Ｏユニット内のフ
ァームウエア６０におけるモジュール６２，６４に各々対応して、これらをアップデート
するためのＣＰＵモジュール２６２と、音声Ｉ／Ｏモジュール２６４とが含まれており、
さらにタイプＡ，Ｂ用のネットワークモジュール２６６，２６８が含まれている。なお、
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ネットワークモジュール２６６，２６８は、上述したコンソール用のネットワークモジュ
ール２４６，２４８と同様のものである。そして、Ｉ／Ｏユニット用のファームウエア２
６０に対して（換言すればＩ／Ｏユニット用のモジュール全体の集合に対して）、「１．
５」というバージョン番号が付与されている。上述した各モジュール毎のバージョン番号
および各デバイス毎のモジュールの集合としてのバージョン番号は、ファームウエアをア
ップデートする際にＰＣ１０００から各デバイスに送信され、各デバイス内のメモリ１１
１６，１２１２，１３１２のフラッシュＲＯＭには、これらバージョン番号も記憶される
。
【００３２】
2．3．マッチングテーブル
　また、ＰＣ１０００のハードディスク２４の上記所定のフォルダには、図４(c)に示す
マッチングテーブル７０が記憶されている。このテーブルは、各デバイスのファームウエ
アのバージョン（デバイス単位のバージョン）について、不整合（コンフリクト）が生じ
ない組み合わせを規定したものである。例えば、図４(c)の最上欄によれば、コンソール
内のファームウエア４０のバージョンが「２．０」であるならば、このコンソールと協働
するエンジン内のファームウエア５０のバージョンは「２．５」または「２．０」でなけ
ればならず、また、このコンソールと協働するＩ／Ｏユニット内のファームウエア６０の
バージョンは「１．５」でなければならない。
【００３３】
3．実施例の動作
3．1．デバイスグループ設定ウィンドウにおける処理
　次に、本実施例の動作を説明する。まず、ＰＣ１０００のハードディスク２４には、ゾ
ーン１４００内の各デバイスグループの構成を記録したデータ（デバイスグループ・デー
タ）が記憶されている。ユーザが、ＰＣ１０００にて所定の操作を行うと、デバイスグル
ープ・データを編集するために、図５に示すデバイスグループ設定ウィンドウ１００がデ
ィスプレイ８に表示される。図５において１０２はデバイスグループ選択リストボックス
であり、設定対象となる一のデバイスグループを選択する。１０３はデバイス設定欄であ
り、当該デバイスグループに属するデバイスの一覧が表示される。デバイス設定欄１０３
の内部において１０４は識別番号表示欄であり、この選択されたデバイスグループに属す
る各デバイスに対して自動的に付与される、一意の識別番号（ＩＤ）を表示する。１０６
はデバイス名表示部であり、各デバイスの名称を表示する。
【００３４】
　１０８はデバイス種別表示部であり、各デバイスの属するデバイス種別を表示する。１
１０はパーシャルブリッジ設定部であり、各デバイスがパーシャルブリッジを構成するデ
バイスであるか否かを設定するチェックボックスによって構成されている。図示の例にお
いては、「ＩＤ＝５」のコンソールがパーシャルブリッジを構成する。１１２はデバイス
種別選択部であり、新たに追加しようとするデバイスの種別を選択するラジオボタンから
構成されている。１１４はＡｄｄボタンであり、マウスでクリックされると、デバイス種
別選択部１１２において選択された種別のデバイスが現在のデバイスグループに追加され
る。
【００３５】
　１１６はリネーム・ボタンであり、任意のデバイスの名称を変更するために設けられて
いる。すなわち、ユーザがデバイス設定欄１０３において任意のデバイスを選択しリネー
ム・ボタン１１６をマウスでクリックすると、デバイス名表示部１０６内の対応するデバ
イスの欄がテキストボックスに変更され、ユーザは該テキストボックスにおいて当該デバ
イスの名称を変更することができる。１１８はリムーブ・ボタンであり、任意のデバイス
を削除するために設けられている。すなわち、ユーザがデバイス設定欄１０３において任
意のデバイスを選択しリムーブ・ボタン１１８をマウスでクリックすると、当該デバイス
が現在選択されているデバイスグループから削除される。１２２はＯＫボタンであり、マ
ウスでクリックされると、デバイスグループ設定ウィンドウ１００における設定内容に基
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づいてハードディスク２４内のデバイスグループ・データが更新され、該ウィンドウ１０
０が閉じられる。１２０はキャンセル・ボタンであり、マウスでクリックされると、該ウ
ィンドウ１００における設定内容が破棄され、デバイスグループ・データが更新されるこ
となく該ウィンドウ１００が閉じられる。
【００３６】
　図５におけるデバイス設定欄１０３の内容は、図１に示した第１デバイスグループ１５
００の構成に対応している。すなわち、ＩＤが「１」～「５」の各デバイスは、デバイス
１５０２～１５１０に対応する。デバイスグループ設定ウィンドウ１００は、ＰＣ１００
０のハードディスク２４に記憶されているデバイスグループ・データを編集するためのも
のであるから、実際のデバイスグループの構成と異なるようにデバイスグループ・データ
を編集することもでき、ＰＣ１０００が何れのデバイスに接続されていない状態であって
もデバイスグループ・データを編集することができる。
【００３７】
　その後、ユーザがＰＣ１０００を何れかのデバイスに接続し、ＰＣ１０００において所
定の操作を行うと、ＰＣ１０００内のデバイスグループ・データと実際に構成されている
デバイスグループの状態とが照合され、両者に相違がある場合には、何れか一方を修正す
るようにエラーメッセージがＰＣ１０００に表示される。一方、ＰＣ１０００内のデバイ
スグループ・データと実際のデバイスグループの状態との間に矛盾が無い場合には、接続
されたデバイスを介して、ゾーン１４００内の全てのデバイス内のファームウエアのバー
ジョン番号が取得され、その結果がデバイスグループ・データに取り込まれる。
【００３８】
3．2．ファームウエア更新ウィンドウの表示
　ＰＣ１０００内のデバイスグループ・データにゾーン１４００内のデバイスのバージョ
ン番号が取り込まれた後、ＰＣ１０００においてユーザが所定の操作を行うと、図６に示
すファームウエア更新ウィンドウ１５０が表示される。図６において、１５２はデバイス
グループ選択リストボックスであり、ユーザの操作に基づいて、ファームウエア更新の対
象となるデバイスグループを選択する。本実施例においては、このデバイスグループ選択
リストボックス１５２を設けたことにより、例えば全てのデバイスのバージョンアップを
行う時間が無い場合には、バージョンアップが必要であるデバイスグループのみに対して
バージョンアップを行うことができる。また、所有者（レンタル会社）の都合等により、
ファームウエアのバージョンアップが禁止されているデバイスについては、そのようなデ
バイスのみによってデバイスグループを構成しておくことにより、他の（バージョンアッ
プした）デバイスとの間でコンフリクトが生じないようにしておくことができる。
【００３９】
　１５３はデバイス設定欄であり、当該デバイスグループに属するデバイスの一覧が表示
される。なお、図６におけるデバイス設定欄１５３の内容は、図１に示した第１デバイス
グループ１５００の構成および図４におけるデバイス設定欄１０３の内容に対応している
。デバイス設定欄１５３の内部において１５４はリファレンス設定部であり、ユーザの操
作に基づいて、デバイスグループ内の任意の一のデバイスを択一的に「リファレンス・デ
バイス」として設定する。この「リファレンス・デバイス」とは、ファームウエアのバー
ジョンのコンフリクトの有無を判断する際の基準となるデバイスである。１５６はコンフ
リクト表示部であり、リファレンス・デバイスに対して、コンフリクトが生じているか否
かを表示する。１５８はデバイス名表示部であり、当該デバイスの名称を表示する。１６
０はデバイス種別表示部であり、当該デバイスの種別を表示する。１６２はパーシャルブ
リッジ表示部であり、当該デバイスがパーシャルブリッジを構成する場合には点灯状態に
なる。１６４は現バージョン表示部であり、各デバイス内に現時点で記憶されているファ
ームウエアのバージョンを表示する。
【００４０】
　ここで、デバイス設定欄１５３における表示内容について具体的な内容を説明しておく
。図示の例においては、リファレンス・デバイスはデバイス設定欄１５３内の第１行目の
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デバイスであり、これは「Main Console」なる名称を有し、デバイス種別が「コンソール
」である。そして、現バージョン表示部１６４によれば、そのファームウエアの現在のバ
ージョンは「２．０」である。そして、先に図４(c)に示したマッチングテーブル７０に
よれば、コンソールのファームウエアのバージョンが「２．０」であるならば、該コンソ
ールと協働するエンジンのファームウエアのバージョンは「２．５」または「２．０」で
なければならず、該コンソールと協働するＩ／Ｏユニットのファームウエアのバージョン
は「１．５」でなければならない。
【００４１】
　しかし、図示のデバイス設定欄１５３の第３，第４行目のＩ／Ｏユニットのバージョン
は「１．２」および「１．１」であるから、上記マッチングテーブル７０の内容に従って
いない。すなわち、これらＩ／Ｏユニットのファームウエアは、リファレンス・デバイス
のファームウエアに対して、コンフリクトが生じていることになる。これにより、デバイ
ス設定欄１５３にあっては、これらＩ／Ｏユニットに対応するコンフリクト表示部１５６
が点灯状態になっている。１６８はファームウエア・フォルダ設定部であり、ハードディ
スク２４内においてファームウエア（図４(b)におけるファームウエア２４０，２５０，
２６０）が格納されているフォルダを指定するテキストボックスによって構成されている
。１７０はブラウズ・ボタンであり、マウスでクリックされるとブラウズ用のウィンドウ
が開き、ファームウエア・フォルダ設定部１６８に記述すべきフォルダ名をブラウズ操作
によって入力することができるようになる。なお、ファームウエア２４０，２５０，２６
０は最新バージョンのものであるが、これらよりも古いバージョンのファームウエアを同
一のフォルダに格納しておくと、古いバージョンのファームウエアもアップデート先とし
て選択できるようになる。
【００４２】
　１７１はアップデート設定欄であり、各々がデバイス種別に対応する複数の行から構成
されている。アップデート設定欄１７１の内部において１７６はデバイス種別名表示部で
あり、各行に対応するデバイス種別名「コンソール(Console)」、「エンジン(Engine)」
および「Ｉ／Ｏユニット(I/O)」が表示される。１７２は更新対象デバイス選択部であり
、デバイス種別毎のチェックボックスから成り、ユーザの操作に基づいて、ファームウエ
アをアップデートする対象となるデバイス種別を選択する（チェックを入れる）。１７４
はコンフリクト表示部であり、コンフリクトが生じているデバイス種別を点灯状態によっ
て表示する。なお、当該デバイス種別に属するデバイスのうち、少なくとも一のデバイス
にコンフリクトが生じている場合は、当該デバイス種別にコンフリクトが生じていること
になる。
【００４３】
　１７８はバージョン選択リストボックスであり、リファレンス・デバイスに対して適合
する一または複数のバージョン番号から、ユーザ操作に基づいてアップデート先のバージ
ョン番号をデバイス種別毎に選択するものである。これらリストボックスに列挙される選
択肢は、マッチングテーブル７０に記述された内容の通りになっている。すなわち、リフ
ァレンス・デバイスであるコンソールにおけるファームウエアのバージョンが「２．０」
であれば、他のコンソールにおけるファームウエアのバージョンも「２．０」でなければ
ならないから、コンソールに対してはバージョン番号「２．０」のみが選択可能になって
いる。また、エンジンについては、ファームウエアのバージョンは「２．５」または「２
．０」の双方が適合するから、両者が選択肢としてリストボックスにセットされている。
また、Ｉ／Ｏユニットについては、ファームウエアのバージョンは「１．５」でなければ
ならないから、「１．５」のみが選択可能になっている。
【００４４】
　このように、本実施例においては「デバイス種別」毎にファームウエアのアップデート
先のバージョンをユーザが指定できるから、デバイスグループ内のデバイスの数が多い場
合であっても、これらデバイスのアップデート先のバージョンの指定を少ない操作で簡易
に指定することができる。このように、デバイス種別毎にバージョンを指定するようにし



(14) JP 5263103 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

た理由は、一般的に、同一のデバイスグループに属する同一種別のデバイスに対して、フ
ァームウエアのバージョンを異ならせる理由が無いためである。
　また、本実施例によれば、バージョン選択リストボックス１７８においてファームウエ
アのバージョンを選択するようにしたため、ユーザは、リファレンス・デバイスに対して
整合性を有する（コンフリクトが生じない）バージョンを確実に選択することができる。
【００４５】
　１８０はステータス表示部であり、アップデートの進捗状況が表示される。図中の「Re
booting」とは、ファームウエアの更新が終了した後、各デバイスを再立上げしている状
態を指す。「Complete」とは、再立上げが完了した状態を指す。また、「Updating」とは
、ファームウエアをフラッシュＲＯＭに書き込み中であることを指す。１８２はパーシャ
ルブリッジ除外チェックボックスであり、パーシャルブリッジ用に第２スロットに装着さ
れたネットワーク・カード用のファームウエアについて、アップデート対象から除外する
か否かをユーザの操作に基づいて設定する。すなわち、該チェックボックスがチェックさ
れていると、当該ネットワーク・カードはアップデートの対象から除外される。
【００４６】
　１８４はアップデート開始ボタンであり、マウスでクリックされると、アップデート設
定欄１７１およびチェックボックス１８２の指定に従って、ＰＣ１０００から対象となる
デバイスに対して、アップデートコマンド（ファームウエアのバイナリデータとともに、
ファームウエアのアップデートを指令するコマンド）の送信が開始される。このアップデ
ートの進捗状況に伴って、上述したようにステータス表示部１８０の表示内容が適宜更新
される。１８６はキャンセルボタンであり、マウスでクリックされると、ファームウエア
更新ウィンドウ１５０における設定内容を破棄した上で該ウィンドウ１５０が閉じられる
。１８８はクローズボタンであり、ウィンドウ１５０における設定内容に基づいてデバイ
スグループ・データが更新された上で該ウィンドウ１５０が閉じられる。なお、アップデ
ート開始ボタン１８４が一旦クリックされると、アップデート自体は別プロセスで実行さ
れるため、ウィンドウ１５０が閉じられたとしてもアップデートは続行される。
【００４７】
　ここで、上述したパーシャルブリッジ除外チェックボックス１８２を設けた意義につい
て、再び図１を参照し説明する。図１において第１デバイスグループ１５００に属するデ
バイス１５０２～１５１０は、ある業者が自社で所有するデバイスであり、第２デバイス
グループ１６００に属するデバイス１６０２～１６０６は、その業者がレンタル会社から
借用したものであるとする。これら借用したデバイスについては、上述したように、「フ
ァームウエアをアップデートする時間が確保できない」、あるいは「ファームウエアのア
ップデートが禁止される」などの事情がしばしば生じるものである。その場合、まずＩ／
Ｏユニット１６０２の第２スロットに装着されているネットワーク・カード（レンタル品
）のファームウエアのバージョンを調査し、コンソール１５１０の第２スロットに装着さ
れているネットワーク・カード（業者の所有品）のファームウエアのバージョンをこれに
一致させるようにマニュアル操作で（図６に係るアプリケーションプログラムを使用せず
）アップデート（またはダウンデート）させるとよい。
【００４８】
　これにより、パーシャルブリッジを構成する第２スロットのネットワーク・カードのバ
ージョン番号が揃うから、コンソール１５１０およびＩ／Ｏユニット１６０２の間の通信
には支障が生じないはずである。しかる後に、図６に係るアプリケーションプログラムを
起動し、チェックボックス１８２をチェックした上で、当該ネットワーク・カードを除い
た部分のファームウエアをアップデートするとよい。これにより、第２デバイスグループ
１６００についてはファームウエアのアップデートを一切行うことなく、第１，第２デバ
イスグループ１５００，１６００間の通信が可能になるのである。
【００４９】
3．3．リファレンス変更イベント処理（図７）
　次に、図６においてリファレンス設定部１５４が操作され、リファレンス・デバイスが
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変更されたときに実行される処理の詳細を説明する。当該操作が検出されると、図７に示
すリファレンス変更イベント処理ルーチンが起動される。
　図において処理がステップＳＰ２に進むと、リファレンス設定部１５４においてチェッ
クされている一のデバイス、すなわちリファレンス・デバイスが特定される。次に、処理
がステップＳＰ４に進むと、当該リファレンス・デバイスのデバイス種別と、ファームウ
エアのバージョンとが取得される。次に、処理がステップＳＰ６に進むと、マッチングテ
ーブル７０（図４(c)参照）から、該取得したバージョンに対応する欄の内容が取得され
る。
【００５０】
　次に、処理がステップＳＰ８に進むと、リファレンス・デバイス以外の他の全てのデバ
イスについてバージョン番号が取得される。そして、リファレンス・デバイスと、他の全
てのデバイスについて、バージョンの不整合（コンフリクト）が生じているか否かが各々
判定され、その結果に基づいてコンフリクト表示部１７４内の各デバイスに対応する表示
内容が更新される。次に、処理がステップＳＰ１０に進むと、リファレンス・デバイスと
、他の全てのデバイスについて、バージョンの不整合を起こさないバージョンのリストが
バージョン選択リストボックス１７８における選択肢としてセットされる。以上により、
本ルーチンの処理が終了する。
【００５１】
3．4．アップデート開始イベント処理（図８）
　次に、図６においてアップデート開始ボタン１８４がマウスでクリックされたときに実
行される処理の詳細を説明する。当該操作が検出されると、図８に示すアップデート開始
イベント処理ルーチンが起動される。
　図８において処理がステップＳＰ２０に進むと、全てのアップデート対象のデバイス種
別に対してアップデートコマンドの送信開始処理（後述するステップＳＰ３２，ＳＰ３４
）が完了したか否かが判定される。ここで「ＮＯ」と判定されると、処理はステップＳＰ
２２に進み、未処理のデバイス種別のうち一の種別が選択される。次に、処理がステップ
ＳＰ２４に進むと、選択されたデバイス種別に属する全てのデバイスについて、アップデ
ートコマンドの送信開始処理が完了したか否かが判定される。ここで「ＮＯ」と判定され
ると、処理はステップＳＰ２６に進み、当該種別に属するデバイスのうち一のデバイスが
選択される。ここで選択されたデバイスを「対象デバイス」という。
【００５２】
　次に、処理がステップＳＰ２８に進むと、対象デバイスの第２スロットにパーシャルブ
リッジ用のネットワーク・カードが装着されているか否かが判定される。ここで「ＮＯ」
（装着されていない）と判定されると、処理はステップＳＰ３４に進み、対象デバイスに
記憶されている全てのモジュールについて、先にバージョン選択リストボックス１７８で
指定されたバージョン内のモジュールにアップデートするように、アップデートコマンド
の送信が開始される。すなわち、アップデートコマンドを送信するための新たなプロセス
が立ち上げられ、当該プロセスにおいてアップデートコマンドの送信が実行される。一方
、対象デバイスの第２スロットにパーシャルブリッジ用のネットワーク・カードが装着さ
れている場合はステップＳＰ２８において「ＹＥＳ」と判定され、処理はステップＳＰ３
０に進む。ここでは、上述したパーシャルブリッジ除外チェックボックス１８２にチェッ
クが付されているか否かに基づいて、この第２スロットに装着されたパーシャルブリッジ
用のネットワーク・カードもファームウエアのアップデートの対象にされているか否かが
判定される。ここで「ＹＥＳ」と判定されると処理はステップＳＰ３４に進み、上述のよ
うに対象デバイスに記憶されている全てのモジュールについて、指定されたバージョン内
のモジュールにアップデートするように、アップデートコマンドの送信が開始される。
【００５３】
　一方、上述したパーシャルブリッジ除外チェックボックス１８２がチェックされていた
場合は、ステップＳＰ３０において「ＮＯ」（アップデートの対象外）と判定され、処理
はステップＳＰ３２に進む。ここでは、パーシャルブリッジ用の第２スロットのネットワ
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ーク・カードをアップデートすることなく、これ以外の全てのモジュールについて、先に
バージョン選択リストボックス１７８で指定されたバージョン内のモジュールにアップデ
ートするように、対象デバイスに対してアップデートコマンドの送信が開始される。ステ
ップＳＰ３２またはＳＰ３４の処理が終了すると、処理はステップＳＰ２４に戻り、先に
ステップＳＰ２２において選択されたデバイス種別に属する全てのデバイスに対してアッ
プデートコマンドの送信開始処理（ＳＰ３２，ＳＰ３４）が完了したか否かが判定される
。ここで「ＮＯ」と判定されると、ステップＳＰ２６～ＳＰ３４の処理が繰り返され、そ
の度に新たな対象デバイスに対してステップＳＰ３２，ＳＰ３４を介してアップデートコ
マンドの送信が開始される。
【００５４】
　一方、選択されたデバイス種別に属する全てのデバイスに対してアップデートコマンド
の送信開始処理が完了すると、ステップＳＰ２４において「ＹＥＳ」と判定され、処理は
ステップＳＰ２０に戻る。ここで、アップデート対象である全てのデバイス種別について
アップデートコマンドの送信開始処理が完了していなければ、ステップＳＰ２０において
「ＮＯ」と判定され、ステップＳＰ２２～ＳＰ３４の処理が繰り返される。そして、アッ
プデート対象のデバイスグループに属し、かつ、アップデート対象のデバイス種別に属す
る全てのデバイスに対してアップデートコマンドの送信開始処理が完了すると、ステップ
ＳＰ２０において「ＹＥＳ」と判定され、本ルーチンの処理が終了する。
【００５５】
4．変形例
　本発明は上述した実施例に限定されるものではなく、例えば以下のように種々の変形が
可能である。
(1)上記実施例においては、ＰＣ１０００上で動作するアプリケーションプログラムによ
ってアップデート等の処理を行ったが、このアプリケーションプログラムのみをＣＤ－Ｒ
ＯＭ、メモリカード等の記録媒体に格納して頒布し、あるいは伝送路を通じて頒布するこ
ともできる。
【００５６】
(2)上記実施例においては、「バージョン選択リストボックス１７８において、デバイス
種別毎にファームウエアのバージョンを指定すること（特徴１）」「パーシャルブリッジ
除外チェックボックス１８２によって、パーシャルブリッジに係る第２スロットのネット
ワーク・カードのアップデートを禁止する（特徴２）」という２つの特徴を共に有してい
たが、一方の特徴のみを適用してもよい。「特徴１」のみを適用する場合は、単にチェッ
クボックス１８２をウィンドウ１５０から除去すればよい。また、「特徴２」のみを適用
する場合は、アップデート設定欄１７１は、「デバイス種別」ではなく、デバイス設定欄
１５３と同様に「デバイス」毎に行を設け、デバイス毎にアップデート先のバージョン番
号を指定するとよい。
【符号の説明】
【００５７】
２：通信インタフェース、４：入力装置、８：ディスプレイ、１０：ＣＰＵ（処理装置）
、１２：ＲＯＭ、１６：ＣＰＵバス、１８：リムーバルディスクドライブ装置、２０：リ
ムーバルディスク、２４：ハードディスク、３０：ＲＡＭ、４０，５０，６０：ファーム
ウエア、４１：パネルモジュール、４２：ＣＰＵモジュール、４４：ディスプレイモジュ
ール、４６，４８：ネットワークモジュール、５２：ＣＰＵモジュール、５４：ＤＳＰモ
ジュール、５６，５８：ネットワークモジュール、６２：ＣＰＵモジュール、６４：音声
Ｉ／Ｏモジュール、６６，６８：ネットワークモジュール、７０：マッチングテーブル、
１００：デバイスグループ設定ウィンドウ、１０２：デバイスグループ選択リストボック
ス、１０３：デバイス設定欄、１０４：識別番号表示欄、１０６：デバイス名表示部、１
０８：デバイス種別表示部、１１０：パーシャルブリッジ設定部、１１２：デバイス種別
選択部、１１４：Ａｄｄボタン、１１６：リネーム・ボタン、１１８：リムーブ・ボタン
、１２０：キャンセル・ボタン、１２２：ＯＫボタン、１５０：ウィンドウ、１５０：フ
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ァームウエア更新ウィンドウ、１５２：デバイスグループ選択リストボックス（デバイス
グループ指定手段）、１５３：デバイス設定欄、１５４：リファレンス設定部、１５６：
コンフリクト表示部（不整合デバイス表示手段）、１５８：デバイス名表示部、１６０：
デバイス種別表示部、１６２：パーシャルブリッジ表示部、１６４：現バージョン表示部
、１６８：ファームウエア・フォルダ設定部、１７０：ブラウズ・ボタン、１７１：アッ
プデート設定欄（更新対象デバイス選択手段）、１７２：更新対象デバイス選択部（更新
対象種別選択手段）、１７４：コンフリクト表示部、１７６：デバイス種別名表示部、１
７８：バージョン選択リストボックス（バージョン番号選択手段）、１８０：ステータス
表示部、１８２：チェックボックス、１８２：パーシャルブリッジ除外チェックボックス
、１８４：アップデート開始ボタン、１８６：キャンセルボタン、１８８：クローズボタ
ン、２４０，２５０，２６０：ファームウエア、２４１：パネルモジュール、２４２，２
５２，２６２：ＣＰＵモジュール、２４４：ディスプレイモジュール、２４６，２４８，
２５６，２５８，２６６，２６８：ネットワークモジュール、２５４：ＤＳＰモジュール
、２６４：音声Ｉ／Ｏモジュール、１０００：ＰＣ（ファームウエア更新装置）、１４０
０：ゾーン、１５００：第１デバイスグループ、１６００：第２デバイスグループ、１５
０２～１５１０，１６０２～１６０６：デバイス。

【図１】 【図２】
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